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2017 年 7 月 5 日 

株式会社レノバ 

（仮称）仙台バイオマス発電事業 
環境影響評価方法書の説明会開催のお知らせ 

 
株式会社レノバ（東京都千代⽥区、代表取締役社⻑ CEO 木南陽介 以下、「レノバ」）は、仙台市環境影響評

価条例に基づき、「（仮称）仙台バイオマス発電事業 環境影響評価方法書」（以下、「方法書」）、これを要約した
書類（以下、「要約書」）、及び事前調査書を仙台市に提出致しました。これを受け本日、仙台市より方法書等の
縦覧が開始されました。 

これら方法書などの内容、および事業計画について広く一般の皆さまにご説明するため 、次のとおり説明会
を開催しますのでお知らせ致します。 

 
【開催日時及び場所】  
（1）第 1 回説明会（仙台市） 

日時：2017 年 7 月 19 日（水曜日）午後 6 時〜 午後 8 時（開場：午後 5 時 30 分） 
場所：夢メッセみやぎ本館会議棟 1 階大ホール（仙台市宮城野区港 3－1－7） 

 
（2）第 2 回説明会（多賀城市） 

日時：2017 年 7 月 21 日 （⾦曜日）午後 6 時〜 午後 8 時（開場：午後 5 時 30 分） 
場所：多賀城市⺠会館⼩ホール（宮城県多賀城市中央 2－27－1、多賀城市文化センター内） 
※第 1 回と第 2 回で、説明内容は同一です。 

 
【事業者の名称、代表者の氏名、および主たる事務所の所在地】 

名 称：株式会社レノバ  
代表者：代表取締役社⻑ CEO 木南 陽介 
所在地：東京都千代⽥区大手町 1－7－2 

 
【対象事業の名称、種類、および規模】  

名称：（仮称）仙台バイオマス発電事業 
種類：電気⼯作物の設置の事業（バイオマス専焼による⽕⼒発電所の設置） 
規模：出⼒ 74,950 キロワット 

 
【対象事業実施区域の位置 】 

仙台市宮城野区蒲生字荒⽥ 1 番 1 号外 
（仙台市蒲生北部被災市街地復興⼟地区画整備事業地区内） 
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【関係地域の範囲】 
宮城県仙台市宮城野区／若林区、多賀城市の各一部 

 
【意⾒書の提出】 

「方法書」について、環境の保全の⾒地からの意⾒をお持ちの方は、書⾯に氏名、住所、方法書の名称、
および意⾒（日本語）をご記⼊のうえ、問合せ先（レノバ）へ郵送または FAX をお送りください。 
提出期限：2017 年 8 月 19 日（⼟）まで（当日消印有効） 

 
【方法書等の縦覧】 
  方法書、要約書、事前調査書については、以下においてご覧になれます。 
 

（1）インターネットでの縦覧 
仙台市ホームページ 

（ http://www.city.sendai.jp/kankyochose/kurashi/machi/kankyohozen/kurashi/kankyo/index.html ） 
 

（2）書⾯での縦覧 
縦覧期間：2017 年 7 月 5 日（水）から 8 月 4 日（⾦）まで 

（⼟曜日・日曜日、および祝日を除く） 
縦覧時間：午前 8 時 30 分〜午後 5 時 
縦覧場所：仙台市環境局環境部環境共生課（仙台市⻘葉区⼆日町 6－12 MS ビル⼆日町 5 階） 

 

 
【お問い合わせ先】 

株式会社レノバ バイオマス事業本部 
〒100-0004 東京都千代⽥区大手町 1－7－2 東京サンケイビル 27 階 

  電話：03-3516-6233 FAX：03-3516-6261 
（担当）藤平、永井、岡⽥ 
受付時間：⼟・日・祝日を除く、午前 9 時〜午後 5 時 

 
【報道関係からのお問合せ先】 

株式会社レノバ 社⻑室 ⽥中、窪⽥ 
電話：03-3516-6263   メール： press@renovainc.jp 

 
以上 

【株式会社レノバについて】 
レノバは、2000 年 5 月に環境・エネルギー分野での調査・コンサルティング事業を創業し、2012 年
から再生可能エネルギーを利⽤した発電事業を中⼼に⾏っている環境ビジネス専業の会社です。現在、
大規模太陽光発電所を 9 ヵ所（うち 2 ヵ所は建設中）、バイオマス発電所を１ヵ所運営しています。ま
た、日本最大級の洋上風⼒発電事業の検討を開始するなど、常に先進的な分野へ取り組むことで、日
本・アジアにおけるリーディング・カンパニーになることを目指しています。 




